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は じ め に 


この た び は 、 “Communication PRO-68K ver 2.0” を お 買い 上 げ い た だ き 、 ま こと に あ 
り が と う ご ざ いま し た 。 “Communication PRO-68K ver 2.0” は 、 最近 の パソ コン 通信 の 


状況 を 考慮 し て 機能 の 追加 ・ 変 更 を 行っ た も の で す . 本 説明 書 は 、 そ の 追加 ・ 変 更 され た 
機能 た こつ いて まとめ て あり ます 。 ご 使用 に 際 し て は 、 必 ず 本 説明 書 に 記載 され て いる 操作 
方 法 、 注 意 事項 を よく お 読み いた だ き 、 正 し い 操作 に よっ て 有効 に 活用 され ます よう お 願 
いい た し ます 。 


※ 万 一 、 ご 不審 な 点 ・ お 気付 き の 点 お ありま したら 、 お 買い 求め の 販売 店 、 も し く は 、 も 


1 記 


より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 


ご 注意 > 
本 書 の 内 容 に つい て は 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が 、 万 一 ご 不審 な 点 や 誤り 、 記 載 
も れ な ど お 気 付き の こと が あり まし た ら 、 も より の シャ ー プ も 客 様 窓 口 あ る い は お 買い 
求め の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 

.、 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は 、 1 項 に か か わら ず 責 任 を お いか ね ます の で ご 了承 く 
だ さい 。 

。 本 書 の 内 容 に 関し て は 、 将 来 予 告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 


. 本 書 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 転載 する こと は 、 禁 止 さ れ て いま す 。 
。 本 書 の 登録 カー ド は 必ず 弊社 まで ご 返送 くだ さい 。 無 登録 の 方 は 、 一 切 の ユー ザー サポ 
ー ト が 受け られ ませ ん の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


本 ソフ ト お よび 本 書 は 、 ピ コソ フト (株 ) が 制作 し た も の で す 。 


Communication PRO-68K ver 2.0 の 拡 震 機 能 


“Communication PRO-68K ver 2.0" で は 、 以 下 の 機 能 を 拡張 し まし た 。 


① MNP モ デム へ の 対応 


MNP モ デム に 対応 する ため に 、 フ ロー 制御 と し て ハー ド (CTS/RTS) 制御 を 選べ る よう に な り ま し た 。 
これ に 伴い 、 専 用 の RS-232C と ドラ イ バ の 組込み も 不要 に な り ま し た 。 


転送 プロ トコ ル の 強化 
最近 の パソ ュ ン 通信 の 状況 を 考慮 し て 、 バ イナ リフ ァイル を 転送 する た め の プ ロト コル と し て 、XMOD 
EM、YMODEM、TransIt2 な ど を サポ ー ト し まし た 。 


ュ ユーザ 定義 機能 
ファ ンク ショ ン キ ー に 特定 の 自動 実行 プロ グラ ム 名 を 登録 する を こと が で きる よう に な り ま し た 。 ワン 
タッ チ で 定義 し た 機能 を 呼び 出す こと が で きま す 。 


ファ イル 名 入力 で の ディ レク トリ 指定 
自動 実行 プロ グラ ム や 、 ダ ウン ロー ド 、 ア ッ プ ロー ド 時 の ファ イル 名 入力 で 起動 し た 状態 で の ディ レ 
クト リ を 環境 設定 ファ イル で 指定 で きる よう に な り ま し た 。 


自動 実行 プロ グラ ム 
以上 の 拡張 に 伴い 、 自 動 実 行 プ ログ ラム で 使用 で きる 関数 が 強化 され まし た 。 追加 され た 関数 は 、a 
path、dpath、upatah、xmode で す 。 また 、 仕 様 変 更 さ れ た 関数 は 、f lowc 
tr1、getfile、key、sendfile、waitquie{t で す 。 仕 様 変 更 され た 関 
数 も 、 書 式 は “Communication PRO-68K ver 1.0” と の 互換 性 が あり ます 。 


Human68K ver 2. 0 へ の 対応 
"Human68K ver 2.0” 及び “ASK68K ver 2.0” に 対応 し まし た 。 


第 1 章 お 使い いた だ く 前 に 


1 . 使う 前 の 準備 ・‥…・・・・…・ ee の を 66.639 を 6 19 の 16666 光る: で 0 OS スス ミド DPP サミ で で で ーー・・2 
りー デオ スク ペペ の ) 以 要 ラ ァイル の コー ラン > いる る の 53woiY ciese 2 > eee 0w ee5e の の 


第 2 章 通信 条件 の 設定 


2. 通信 条件 の 設定 ・…‥・・・ CCCY サ ミミ で で で で CKK ミ エマ ミナ で で で CC マテ で で で で CK サミ ミミ で すす 4 
ルン 

2.1 フロ ー 制 御 ・・・・ CK ミミ ミミ ミミ です で CK ささ ミミ ミミ スミ ミミ ミミ ミミ さす ROY CCL さ デミ ミミ で ・・ ・4 

2 MANE モ 法人 の の esse いび keiohense/9 る Ke 4 が 66. も 19.8: む きる Ye(e ぷち る SE なら な は ee で つ 8 あら 52 5 


第 8 章 ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 


3。 ツジ ァ シ クジ ョ ン キ ー の 機能 | … ぐ へ ko DK た ミミ です で ミ で で 8 
91 通信 時 の フラ ァ ン クジ ョ ンジ シキ ー ・ PCE OK ee w7ene esseiere eS825.$ 9 e19 9 8 
9 一 2E 圭 機 朋 入 くい の 52 くる 20e の oe: の の vie ene 3 50 や ee る 260 ささ の くらく で の ここ ペ ーー っ 8 
3.39 プロ トコ ュ コル 送信 ・・・・ DK ミミ で で すす で DC た スナ ミ ミエ ミミ ミタ DCE ミエ で で で で で で ee eye es で ene eehS る ie 9 
3.4 プロ トコ ル 受 信 ……・……・ DCE さす ャ で サテ を DECKE DECK DOKOKYE 9aieoeis sei eues2 ee58 10. 11 


第 4 章 追加 関数 の 説明 


4 . 追加 関数 の 説明 ・…・・…・ ixe の 2 1 9 ある る る e 279 め ae avezer る Si07 る 8 ( あ 16 が 2 お 80 がき !1e 8 る 15288:6e8 126 で ee 14 
4.1 apath 自動 実行 ファ イル の パス 指定 ・……… SYS 5 14 
4.2 dpath ダウ ン ロ ー ド ファ イル の パス 指定 ・…・……… 32998: が 9272Ke が RS22 く ごみ 14 
4.39 f loWwctr1 フロ ー 制 御 の 方 式 を 設定 ・‥・・ PC ル あい と が. も 622054 26: 15 
4.4 getfi1le 指定 プロ トコ ル で ファ イル 受信 トト ドスト (.-( や で ーー Metis 15 
4.5 Key ファ ンク ショ ン キ ー へ の 文字 列 登録 ・…・・…・ ea se. も が の (318eke6RSCG: es む em 37822 cg 16 
4.6 sendfile 指定 プロ トコ ル で ファ イル 送信 ‥……… Geo の Ra 16 
4.7 upath アッ プロ ー ド ファ イル の パス 指定 ・…………・ ele eK es ele ss]7 
AiWai tiqiuii6 5 表 受信 が が なくなる の を 往生 2oo ン ツン < ツー こ 17 
4.9 xmode XMODEM 転 送 で の オプ ショ ン 指 定 ・……・ COOCEEY す すす どの PPP PP ドミ ミド ヤ ャ を 17 

付録 
オー トロ グイ ン Hayes 用 ファ イル 名 一 覧 ・…・…・・…・ KKKKX ミ KS ミミ ミミ ミミ ルミ ミミ ドミ さす ミミ テテ で で を テテ を を すす すす 18 


オート ログ イン CCITT V.25bis 用 ファ イル 名 一 覧 ………・ esse ee ene でる /8 い 9619、6.SCe す が 0566 も も 06 な 19 


第 1 草 


お 使い いた だ ぐ 前 に 


この 章 に は 、 “Communication PRO-68K ver 2.0” を 使う た め に 
ハー ド デ ィ スク へ の イン スト ー ル 


に 関す る こと が 書か れ て いま す 。 


1. 使う 前 の 準備 


1.1 ハー ド デ ィ スク へ の 必要 ファ イル の コピ ー 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で お 使い の と き は 、 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル の P. 3 を 参照 し て くだ さい 。 


ハー ド デ ィ スク で 使う と き は 、CONFIG.SYS の 内 容 に 注意 し て くだ さい 。 詳し く は 、 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル の 
P. 8 8, P. 8 9 を 参照 し て くだ さい 。 


た だ し 、"Communication PRO-68K ver 2.0' で は 、RSDRV.SYS を 組む 込ま な いで 動作 する よう に な り ま し た の 
で 、"CONFIG.SYS" フ ァイル の 中 の 


DEVICE = RSDRV.SYS 
と いう 行 は 不要 で す 。 (組み 込ん で も いて も る 動作 に 支障 は あり ませ ん 。) 


以下 の 操作 を 行う こと に よっ て 、"Communication PRO-68K ver 2.0" の シス テム ディ スク か ら 必 要 な ファ イ 
ル の み を "CPRO02" と いう ディ レク トリ に コピ ー す る こと が で きま す 。 


ハー ド デ ィ スク と "Communication PRO-68K ver 2.00 の シス テム ディ スク の 入っ て いる ドラ イブ を 
指定 し ます 。 ハ ー ド ディ スク が ドラ イブ A で シス テム ディ スク が ドラ イブ B の 状態 な ら ば 、 
A> 
と いう 文字 が 画面 に 現れ て いる 状態 で 
A>B:INSTALLH B: A: 
と タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し ます 。 後 は 画面 の 指示 に し た が っ て 操作 する と 、 ハ ー ド ディ スク 上 


に "CPRO2" と いう ディ レク トリ が 作成 され 、 シ ステ ム デ ィ ス ク か ら 必 要 な ファ イル の み が コ ピー され 
ます 。 


第 章 


通信 条件 の 設定 


この 章 で は 、 “Communication PRO-68K ver 2.0” で 新しく 追加 され た 


通信 条件 (ハー ド フ ロー 制御 ) の 設定 
MNP モ デム の 設定 


に つい て 説明 し て いま す 。 


2. 通信 条件 の 設定 


フラ ロー 制御 の 方 法 が ソフ ト (XON/XOFF) 制 御 と ハー ド (CTS/RTS) 制御 の 2 種類 か ら 選 べ る よう に な り ま し た 。 
<SHIFT>+<F1> キ ー を 押す と 通信 条件 を 設定 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 〇 印 の も の が 現在 の 通信 条件 で す 。 通 
信条 件 の 変更 は 矢印 キー で 行い , 設定 を 変更 する 場合 は リタ ー ン キー を 押し ます 。 (ユー ザー ズ マ ニュ アル ド ・ 


4 3 参照 )。 


通信 未 度 

デー タ 長 
スト ッ プ ビッ ト 長 
2 デイ 

シフ ト 制 御 

フ ョ ロー 制御 
ロー カル エコ ー 
受信 行末 コー ド 
送信 行末 コー ド 
受信 漢字 コー ド 
送信 漢字 コー ド 


文字 問 デ ィ レ イ (ms) 
行間 ディ レイ (ms) 


CD 1 

〇 2 《》 5 
〇 偶数 〇 奇数 
〇 ぁ り 

O 〇 Op- ド F 〇 な し 


RFC が CR 。 ⑨E 
〇 CR/LF 〇 LF 


〇 新 JIS 〇 旧 JIS 〇 DEC 


起動 時 の 設定 や オー トロ グイ ンプ ログ ラム で フロ ー 制 御 の 設定 を 変更 し た い 場 合 は flowctr1l 関 数 で 


行い ます 。 


起動 時 の 設定 (環境 設定 ) に つい て は 、 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル P. 9 5 を 参照 し て くだ さい 。 


2.2 MNP モ デム 


MNP(Microcom Networking Protoco1) モ デム と は 、 電 話 回 線上 で の デー タ エ ラ ー を 自動 的 訂正 する 機能 を 
備え た モデ ム の こと で す 。 最初 に 米国 の モデ ム メ ー カ ー で ある Microcom 社 が 開発 し た も の で す が 、 現在 で は 、 
日 本 製 の モデ ム で も 、 こ の ェ エラー 訂正 機能 を 備え た も の が 販売 され て いま す 。 


MNP モ デム に は 、 以 下 の よ うな 特長 が あり ます 。 

・ モ デム ー モ デム 間 で の デー タ 化 けが あり ませ ん 。 

・ 自 動 的 に 相手 側 の モデ ム の 仕様 に 合せ る こと が で きま す 。 (相手 側が MNP モ デム で な く て も 接続 は で きま 
5 お ) 

・MNP ク ラス 5 以上 の モデ ム で は に 実効 速度 が 速く な り ま す 。 (2400bps の モデ ム で も 、 モ デム ー パ ソコ ン 間 の 
通信 速度 を 4800bps ま た は 9600bps で 行え ます 。 ) 


この よう な MNP モ デム の 特長 を 最大 限 に 活用 する た め に 、 モ デム に コマ ンド を 送っ て 初期 設定 し な けれ ば 
な り ま せん 。 以下 に MN P モ デム で の 一 般 的 な 初期 設定 に つい て 説明 し ます 。 モ デム に よっ て は 、 コ マン ド が 
異な る こと も あり ます の で 、 詳 し く は モデ ム の 説明 書 を 参考 に し て くだ さい 。 


オ ー ト リラ イア ブル モー ド で の 接続 
相手 側 の モデ ム を 自動 判別 し 、MNP を 使用 で きる モー ド の 場合 は リラ イア ブル モー ド (MNP ON) で 接続 し 、 
MNP モ ー ド で 接続 で き な い 場合 は 、 ノ ー マ ル モー ド (MNP OFF) で 接続 し ます 。 


キー ボー ド か ら "ATYN3" と タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し ます 。 
念 モ デム ー パ ソコ ン 間 の フロ ー 制 御 

"Communication PRO-68K ver 2.0" で は ハー ド (CTS/RTS) 制御 が で きる よう に な り ま し た 。 

Rf@| 

キー ボー ド か ら "ATYQ39" と タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し ます 。 
念 拡張 応答 コー ド の 選択 

リラ イア ブル モー ド (MNP ON) で 接続 きれ た と き に 、CONNBCT ????/REL(?22? の 部 分 は 通信 速度 ) と いう 応答 コ 
ー ド を パソ コン に 返し ます 。 

キー ボー ド か ら "ATYV1'" と タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し ます 。 
釜 モ デム ー パ ソコ ン 間 の 通信 速度 

モデ ムー パソ コン 間 の 速度 を 固定 させ ます 。MNP に よる エラ ー フ リー 通信 時 は 、 モ デム ー パ ソコ ン 間 の 速 
度 を 固定 (4800bps ま た は 9600bps) に し て お く と 、 実 効 速 度 が 速く な り ま す 。 

キー ボー ド か ら "ATYJO'" と タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し ます 。 


以上 の 設定 を 毎回 行う の は 大 変 な の で 、 不 揮発 性 メモ リ が 内 蔵 さ れ て いる モデ ム な ら ば 、AT&W を モデ ム に 送 


信 す る こと に よっ て 、 一 度 の 設定 で すま せる こと が で きま す 。 
キー ボー ド か ら "AT&W" と タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し ます 。 


不揮発 性 メモ リ が 内 蔵 さ れ て いな い モ デム を 使用 する と き は 、 自 動 実 行 プ ログ ラム や 環境 設定 ファ イル (CO 
NFIG.U) に 記述 し て お く と 便利 で す 。 


ュ 


baudrate(9600) : 
databits(8): 

stopbits(1): 

parity(0): 

! shiftctr1(0): 

! flowctr1(2): 

! transmit("ATZYr'): 

waitfor("OK"): 

pause(2000): 

! transmit("ATYYN3YYQ3YYV1YYJOYT"): 


この 例 の 内 容 は 、"CPRO1.0" に 登録 し て あり ます の で 、<SHIFT>+<F8> を 押し て 実行 する こと が で きま す 。 


この 章 で は 、 “Communication PRO-68K ver 2.0” で 変更 され た 、 通 信 時 
の ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 と 新しく 追加 され た プロ トコ ル 転 送 機能 に つい 
て 説明 し て いま す 。 


3. ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 


3.1 通信 時 の ファ ンク ショ ン キ ー 


*Communication PRO-68K ver 2.0'" で は 、 通 信 時 の ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 と し て 、<SHIFT>+<F6> キ ー、 
<SHIFT>+<F7> キ ー、<SHIFT>+<F8> キ ー、<SHIFT>+<F9> キ ー の 機能 が 変更 され まし た 。 通信 時 の ファ ンク ショ ン 
キー の 機能 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


<SHFIT>+<F6> [送信 ] プロ トコ ル 転 送 に より ファ イル を 送信 し ます 
<SHFIT>+<F7> [受信 ] プロ トコ ル 転 送 に より ファ イル を 送信 し ます 
<SHFIT>+<F8> [CPRO1] *CPRO1.0' と いう ファ イル を 自動 実行 し ます 
<SHFIT>+<F9> [CPRO2] "CPRO02.0'" と いう ファ イル を 自動 実行 し ます 


3.2 ユー ザ 定 義 機能 


<SHIFT>+<CTRL>+<F1> て <SHIFT>+<CTRL>+ く <F10> で は 、 ユ ー ザ 定義 文字 列 を 送信 する こと が で きま す が 、"Comm 
unication PRO-68K ver 2.0'" で は 、<SHIFT>+<F8> を 押す と "CPRO1.0" と いう 自動 実行 プロ グラ ム を 、<SHIFT>+< 
F9> を 押す と "CPRO2.0" と いう 自動 実行 プロ グラ ム を 直接 起動 で きる よう に な り ま し た 。 よく 使用 する 手順 を 自 
動 実 行 プ ログ ラム の 形 で 登録 し て お く と 便利 で す 。 


な お 例 と し て 、"CPRO1.0' に は MNP モ デム の た め の 初 期 設 定 が 入っ て いま す 。 (P. 5 参照 ) 


また 、<SHIFT>+<F8> や <SHIFT>+<F9> で 起動 され る 自動 実行 プロ グラ ム 名 は k ey 関数 で 指定 する こと が で き 
ます 。 第 4 章 を 参照 し て くだ さい 。 


*Communication PRO-68K ver 2.0' で は 、 転 送 プ ロト コル の 種類 が 増え まし た の で 、 ユー ザー ズ マ ニュ アル 
P. 4 7 PP. 5 0 は 下記 の よう に な り ま し た 。 


最初 に メニ ュー か ら プ ロト コル を 選択 し ます 。 ま た 、 こ の 変更 に 伴い 、 自 動 実 行 プロ グラ ム の 関数 も 追加 変 
更 さ れ ま し た 。 第 4 章 の dpath、getfile、sendfile、upath、 xmode 関 数 の 説 
明 を 参照 し て くだ さい 。 


各 プ ロト コル の 意味 は 以下 の 通り で す 。 


① XMODEM 128/SUM 
XMODEM プ ロト コル で 誤り 検出 方 式 は チェ ッ ク サ ム 、 パ ケッ ト 長 は 128 バ イト で す 。 


⑨ XMODEM 128/CRC 
XMODEM プ ロト コル で 誤り 検出 方 式 は CRC 検 査 、 パ ケッ ト 長 は 128 バ イト で す 。 


③ XMODEM 1K 
XMODEM プ ロト コル で 誤り 検出 方 式 は CRC 検 査 、 パ ケッ ト 長 は 1024 バ イト で す 。 


④ YMODEM 
YMODEM プ ロト コル で す 。 フ ァイル の タイ ム ス タ ン プ も 一 緒 に 転送 する こと が で きま す 。 


⑤ YMODEM G 
MNP モ デム の た め の YMODEM プ ロト コル で 、 誤 り 訂正 機能 を MNP モ デム に まかせ て いま す の で 、 高 速 で す 。 


⑥ YMODEM BATCH 
YMODEM プ ロト コル で 複数 の ファ イル を 1 回 で 転送 で きま す 。 た だ し 、 “Communication PRO-68K ver 2. 人 
の 送信 で は 、 一 度 に 複数 の ファ イル を 指定 する こと は で きま せん 。 


⑦ YMODEM G-BATCH 
⑤ と ⑥ の 機能 を 同時 に サポ ー ト し た YMODEM プ ロト コル で す 。 


TransIt2 
(株 ) ア スキ ー が 同社 の パソ コン 通信 サー ビス 用 に 開発 し た プロ トコ ル で す 。 TransIt12 プ ロト コル は Translt 
プロ トコ ル の 上 位 互換 で 、TransIt プ ロト コル と 自動 判別 され ます 。 ま た 、 受信 時 に TEXT と BINARY が 自動 判 
別 さ れ ま す 。 


く SHIFT>+<F6> キ ー を 押す と プロ トコ ル を 選択 する ウィ ンド ウゥ が 開き ます 。 間違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 
と き は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 ウィンド ウ が 閉じ ます 。 


〇 XMODEM 
〇 XMODEM 
〇 XMODEM 


128/SUM 
128/CRC 
1K 


〇 YMODEM 

〇 YMODEM G 

〇 YMODEM BATCH 
〇 YMODEM G-BATCH 
〇 TransIt TEXT 

| 〇 TransIt BINARY 


カー ソル を 目的 の プロ トコ ル 名 に 合せ て リタ ー ン キー を 押す と 、 フ ァイル 名 を 入力 する ウィ ンド ウゥ が 開き ま 
す 。 ここ で 送信 する ファ イル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 も し 、 フ ァイル 名 が わか ら な いと き 
は 、<HELP> キ ー を 押す か 、 フ ァイル 名 を 指定 し な いで リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 フ ァイル の 一 覧 選択 用 
の 画面 が 出 て きま す 。 

ファ イル 名 を 正しく 指定 する と 次 の よう な 画面 が 表示 され 、 プ ロト コル 送信 が 開始 され ます 。 


プロ トコ ル : YMODEM 

ファ イル 名 : TEST.X 

推定 転送 時 間 送信 ブロ ッ ク 数 
経過 時 間 : 00:00:00 総 

身 試行 回 数 : 0 隊 


推定 転送 時 間 は 、 フ ァイル の サイ ズ と 1 パケ ッ ト の 転送 時 間 か ら 予 測 し て 、 パ ケッ ト の 転送 毎 に 再 計算 され 
ます 。 

エラ ー な ど が あっ た と き は 、 ウ ィ ン ド ウ の 最 下 行 に メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 指示 に し た が っ て 操作 
し て で くだ きい ゆ 。 

ファ イル の 送信 を 途中 で や め た いと き は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


3.4 プロ トコ ル 受 信 


<SHIFT>+<F7> キ ー を 押す と プロ トコ ル を 選択 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 間 違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 
と き は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 ウィンド ウ が 閉じ ます 。 


〇 XMODEM 
〇 XMODEM 
〇 XMODEM 
〇 YMODEM 
〇 YMODEM 
〇 YMODEM 
〇 YMODEM 


128/SUM 
128/CRC 
1K 


G 
BATCH 
G-BATCH 


〇 TransIt 


カー ソル を 目的 の プロ トコ ル 名 に 合せ て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 Translt TEXT と TransIt BINARY は 
受信 時 に は 自動 判別 され ます 。 受信 時 の ディ レク トリ は 通常 、 カ レン トディ レク トリ に な り ま す が 、 自 動 実 生 
プロ グラ ム の dpath 関 数 で 指定 する こと が で きま す 。 

XMODEM プ ロト コル の いずれ か を 選ん だ 場合 は 、 フ ァイル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 ここ で 受信 す 
る ファ イル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 も し 、 フ ァイル 名 が わか ら な いと き は 、 <HELP> キ ー を 
押す か 、 フ ァイル 名 を 指定 し な いで リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 ファ イル の 一 覧 選択 用 の 画面 が 出 て きま 
ずら 


ファ イル 名 を 正しく 指定 する と 次 の よう な 画面 が 表示 され 、 プ ロト コル 受信 が 開始 され ます 。 


IE 
プロ トコ ル : TransIt 
ファ イル 名 : 

推定 転送 時 間 
経過 時 間 
邊 試行 回 数 


受信 ブロ ッ ク 数 : 0 
・00:00:00 総 バ イト 数 


0 


推定 転送 時 間 は 、 フ ァイル の サイ ズ と 1 パケ ッ ト の 転送 時 間 か ら 予 測 し て 、 パ ケッ ト の 転送 毎 に 再 計算 され 
ます 。 た だ し 、XMODEM プ ロト コル の 場合 は 転送 が 終了 する まで ファ イル サイ ズ が わか ら な い の で 計算 され ませ 
ん 。 

ェ ラ ー な ど が あっ た と き は 、 ウ ィ ン ド ウゥ の 最 下 行 に メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 指 示 に し た が っ て 操作 
(2 で く ぐ 刀 き Wo 

ファ イル の 送信 を 途中 で や め た いと き は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


第 2 章 


追加 関数 の 説明 


この 章 で は 、 “Communication PRO-68K Ver 2.0” で 追加 ・ 変 更 され た 、 
自動 実行 プロ グラ ム の 追加 関数 に つい て 説明 し て いま す 。 


4.1 apath 自動 実行 ファ イル の パス 指定 


apath(< 文 字 列 定数 >) : 


apath("a:\YprogY\") : 自動 実行 ファ イル 指定 時 の パス 名 を a:YprogY に する 


自動 実行 ファ イル 名 を 指定 する と き の パ ス 名 を 指定 し ます 。 こ の 命令 を 書か な いか 、 パ ス 名 に "" を 
指定 する と カレ ント ディ レク トリ が 対象 に な り ま す 。 
ディ レク トリ の 区 切り に 使う "\" を 指定 する の に "YY" と 書か な けれ ば な ら な いこ と に 注意 し て くだ 


い 。 


4.2 dpath ダウ ン ロ ー ド ファ イル の パス 指定 


dpath(< 文 字 列 定数 >) : 


dpath("a:\YdloadY\") : ダウ ン ロ ー ド ファ イル 指定 時 の パス 名 を a:YdloadY に する 


プロ トコ ル 転 送 機能 で ダウ ン ロ ー ド する ファ イル 名 を 指定 する と き の パ ス 名 を 指定 し ます 。 こ の 関 
数 を 書か な いか 、 パス 名 に "" を 指定 する と カレ ント ディ レク トリ が 対象 に な り ま す 。 
ディ レク トリ の 区 切り に 使う "Y" を 指定 する の に "YY" と 書か な けれ ば な ら な いこ と に 注意 し て くだ 


0 


AS ま 1OWetY 


書式 


3 


例 


解 記 


4.4 getfile 


書式 


文例 


解説 | 整数 定数 で 指定 し た 


flowctr1(< 整 数 定数 >) : 


flowctr1(2) : 


フロ ー 制 御 の 方 式 を 設定 


CTS/RTS 制 御 を 行う 


整数 定数 が 、0 で 「 フ ロー 制御 し な い 」 、1 で 「 ソ フト フロ ー(XON/XOFF) 制御 を 行う 」 
に 設定 、2 で 「 ハ ー ド フロ ー(CTS/RTS) 制御 を 行う 」 に 設定 し ます 。 そ れ 以 外 は 無視 され ます 。 


指定 プロ トコ ル で ファ イル 受信 


getfile(< 整 数 定数 >, < 文字 列 定数 >) : 


getfile(0, “TEST.X"): 


getfile(6,""): 


XMODEM(128 SUM) で "TEST.X" を 受信 
YMODEM G-BATCH で 受信 (常に 、 フ ァイル 名 を 指定 し な い ) 


プロ トコ ル で ファ イル を 受信 し ます 。XMODEM プ ロト コル を 使用 する と き は 文字 


列 定 数 で ファ イル 名 を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 YMODEM と TransIt2 で は ファ イル 名 は 送信 側 で 指 
れる の で 、"" と 書き ます 。 整数 定数 の 意味 は 以下 の 通り で す 。 


定 


0 


で つつ の > cm な < 6 


さ 


: XMODEM(128 SUM) 


: XMODEM(128 CRC) 
: XMODEM(1K) 

: YMODEM 

: YMODEM G 

: YMODEM BATCH 

: YMODEM G-BATCH 
: TransIt2 


4.5 key ファ ンク ショ ン キ ー へ の 文字 列 登 録 


key (< 整数 定数 >, < 文字 列 定数 >) : 


key(3,. "help\r"): <SHIFT>+<CTRL>+<F3> に "help\r" を 登録 
key(11, "mix"): <SHIFT>+<F8> を 押し た と き "mix.u" を 自動 実行 


整数 定数 は ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 で す 。1 か ら 10 ま で は <SHIFT>+<CTRL>+<F1> て < く SHIFT>+ く CTRL> 
+<F10> を 押し た と き に 送信 する 文字 列 を 指定 し ます 。 一 つの キー に 登録 で きる 文字 列 定数 は 、80 バ 
イト まで で 、 画 面 に は 先頭 の 8 バイ ト が 表示 され ます 。 

11 と 12 は 、 そ れ ぞ れ 、<SHIFT>+<F8>、<SHIFT>+<F9> を 押し た と き に 自動 実行 され る ファ イル 名 を 指 
定 し ます 。 拡張 子 ".0" は 省略 で きま す 。 


4.6 sendfi1le 指定 プロ トコ ル で ファ イル 送信 


文例 


sendfile(< 整 数 定数 >, < 文字 列 定数 >) : 
sendfile(0, "TEST.X"): XMODEM(128 SUM) で "TEST.X" を 送信 


整数 定数 で 指定 し た プロ トコ ル で ファ イル を 送信 し ます 。 文字 列 定数 で ファ イル 名 を 指定 し ます 。 
整数 定数 の 意味 は 以下 の 通り で す 。 

0 : XMODEM(128 SUM) 
1 : XMODEM(128 CRC) 
2 : XMODEM(1K) 

3 : YMODEM 

4 : YMODEM G 

5 : YMODEM BATCH 

6 : YMODEM G-BATCH 
10 : TransIt2(TEXT) 
11 : TransIt2(BINARY) 


4.7 upath アッ プロ ー ド ファ イル の パス 指定 


upath(< 文 字 列 定数 >) : 


upath("a:YYuload\\") : アッ プロ ー ド ファ イル 指定 時 の パス 名 を a:\uloadY に する 


オー ト タ イ プ や プロ トコ ル 転 送 機能 で アッ プロ ー ド する ファ イル 名 を 指定 する と き の パ ス 名 を 指定 
し ます 。 こ の 関数 を 書か な いか 、 パ ス 名 に "" を 指定 する と カレ ント ディ レク トリ が 対象 に な り ま す 
ディ レク トリ の 区 切り に 使う "\" を 指定 する の に "YY\" と 書か な けれ ば な ら な いこ と に 注意 し て くだ 


い 。 


4.8 waitquiet 受信 が な く な る の を 待つ 


書式 


文例 


解 


壁 


waitquiet(< 整 数 定数 >) : 


waitquiet(3000): 3 秒間 以上 受信 が と ぎれ る の を 待つ 


指定 され た 時 間 以 上 の 間 、 受 信 が と ぎれ る と 次 の 文 に 制御 が 移り ます 。 時 間 の 単位 は ミリ 秒 (ms) で 
す 。 


4.9 xmode XMODEM 転 送 で の オプ ショ ン 指 定 


xmode( く 整数 定数 >) : 
xmode(3): タイ ム ア ウ ゥ ト を や め て 高速 転送 (flying XMODEM) を 行う 


整数 定数 で XMODEM 転 送 で の オプ ショ ン を 指定 し ます 。 

0 : 通常 の XMODEM 転 送 を 行い ます 。 

1 : タイ ム ア ウ ゥ ウト する の を や め ま す 。 (反応 の 遅い ホス ト 局 用 ) 
2 : MNP モ デム を 利用 し た 高速 転送 (Flying XMODEM) を 行い ます 。 
3 : 1 と 2 の 処理 を 同時 に 有効 に し ます 。 


付録 


“Communication PRO-68K Ver 2.0” に 付属 の 自動 実行 プロ グラ ム は 以下 の 通り で す 。 区 が 付い て いる も の 
は 新規 に 追加 し た も の で す 。 


【 オ ー ト ログ イン Hayes 用 】 


ファ イル 名 接続 先 通信 速度 
式 ADDNET.U ADD--NET 2400bps 
DAIWA12.U 大 和 証 券 1200bps NT 第 2 種 パ ケッ ト 交 換 サ ービス 
パソ コン ホー ム ト レ ー ド (DDX-TP) 経由 
EYE12.0 EYENET 1200bps 
区 HAKATA12.U 博多 っ 子 BBS 1200bps 
巡 HAKATA24.0 博多 っ 子 BBS 2400bps 
J&P12.U J 層 P ネ ッ ト 1200bps 
壇 J&P24.U J 尺 P ネ ッ ト 2400bps 
JAL12.U J AL ネット 1200bps 
区 JUMBO12.0 JUMBO NET 1200bps 
区 JUMBO24.0 JUMBO NET 2400bps 
MIX12.U 日 経 MI X 1200bps 
MIX24.U 日 経 M I X 2400bps 
NIFTY12.U ニフティ サー ブ 1200bps 
式 NIFTY24.U ニフティ サー プ ブ 2400bps 
PCS12.U アス キー ネッ ト PCS 1200bps 
PCS24.U アス キー ネッ ト PCS 2400bps 
PCVAN12.U PC--VAN 1200bps 
PCVAN24.U PC--VAN 2400bps 
サテ -12.U サン デー ネッ ト 1200bps 
# テ -24.0 サン デー ネッ ト 2400bps 
AA' -212.10 スペ ー ス クラ ブ 1200bps 
包 47-12.0 テレ スタ ー 1200bps 
式 包 29-24.U テレ スタ ー 2400bps 


【 オ ー ト ログ イン CCITT V.25bis 用 】 


ファ イル 名 接続 先 通信 速度 備考 
DAIWA12C.U 大 和 証 券 1200bps NTT 第 2 種 パ ケッ ト 交 換 サ ービス 
パソ コン ホー ム ト レ ー ド (DDX-TP) 経由 
EYE12C.U EYENET 1200bps 
区 HAKATAC.U 博多 っ 子 BBS 1200bps 
J&P12C.U J 尺 P ネ ッ ト 1200bps 
JAL12C.U JAL ネ ッ ト 1200bps 
支 JUMBO12C.U JUMBO NET 1200bps 
MIX12C.U 日 経 MI X 1200bps 
NIFTY12C.U ニフティ サー プ ブ 1200bps 
PCS12C.U アス キー ネッ ト PCS 1200bps 
PCVAN12C.U PC 一 VAN 1200bps 
サ すげ -12C.U サン デー ネッ ト 1200bps 
妨 '-212C.U スペ ー ス クラ ブ 1200bps 
包 42-12C.U テレ スタ ー 1200bps 
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